
在宅療養ガイドブック「わが家で生きる」の改訂について
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改訂の経緯と考え方（令和６年度第１回専門部会資料抜粋）

改訂の基本的な考え方

在宅療養ガイドブック「わが家で生きる」は、平成27年に発行、令和２年にACP
に関する内容の追加し、現在に至る。発行から数年が経過しており、内容の精査お
よび各事業で得た知見などを活かした更新が必要であることから、今年度改訂を行
う。

① 区民が気になっていることを組み込む

在宅療養をこれから始める人が手に取ることが多いと想定されるため、在
宅療養講演会での質問などを組み込む。
また、在宅療養をするうえで、家族への負担を懸念される方が多いことか

ら、在宅における一週間の流れや、各種サービスの紹介など、家族への負担
を減らすことが可能であるという内容を組み込む。

② 医療介護従事者の意見を取り入れる

「わが家で生きる」を利用している医療介護従事者へアンケートを実施し、
改訂内容への検討に活用する。
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専門職アンケートのまとめ

【アンケート概要】

⚫ 対象 在宅療養推進協議会・専門部会委員・区内医療介護従事者

（地域包括支援センター、訪問看護ステーション、居宅介護支援事業所、

医療連携室など）

⚫ 内容 項目ごとの利用頻度、利用者の質問や関心の高い項目、充実や

具体的な情報などを希望する項目 など

⚫ 実施期間 令和６年７月22 日（月）から同年８月16 日（金）

⚫ 実施方法 オンライン（Logoフォーム）

⚫ 回答数 64件
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改訂内容の概要

【改訂のポイント】

⚫ テーマ

・これから在宅を考える方向け、ACPについて考えるきっかけ

⚫ 対象

・初めて在宅を考える人

⚫ デザイン面の変更

・見やすさやわかりやすさを意識して、やわらかい印象

⚫ ページ数の増加

・ページ数をP36からP40に増加、ACP・専門職に関する説明の充実

⚫ 関連する項目の整理

・相談先などの項目を１ページで確認できるように関連ごとで整理

⚫ その他

・ACP周知セットを同封して配布

専門職アンケートの回答を踏まえた改訂ポイント
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改訂：表紙デザイン

手に取りやすいよう、やわらかい印象のデザインとしています。
表紙については、皆様からの回答結果に基づいて決定しています。
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改訂箇所：相談先に関するフローチャート【新規】

講演会で多く聞かれる質問として、在宅療養を検討する際の相談先が挙げられます。
フローチャート形式で、初めて在宅を考える方にもわかりやすいよう、それぞれの相談先について記載
しております。

⚫フローチャート形式で自身に当てはま

る相談先を案内

⚫それぞれの状況に応じて、病院ス

タッフ・かかりつけ医・地域包括支援セン
ター・医師会サポートセンターを案内

⚫ 関連する情報や区の冊子などを案内

１

２

１

２

３ ３
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改訂箇所：症例ごとの在宅療養の具体例【新規】

これから在宅を考える方に向けて、症例ごとの在宅療養での生活について具体例を記載しています。
経過や家の間取りなどを掲載しており、１週間の流れには金額も掲載し具体的に記載しています。

⚫具体例の紹介と病気の経過に伴う治療や

導入するサービスについて記載

⚫ 在宅療養をする際に導入する福祉用具や
家具の配置などを記載

⚫ 在宅療養で導入するサービスやサービス
導入時の金額について記載

１

２

３

１

２

３



Copyright Mediva Inc. All Right 
Reserved.

9

改訂箇所：在宅療養に関するサービスや関わる職種

サービスや職種から在宅療養に支える専門職に関して記載しています。
対応するページでは、それぞれどんなサービスを受けられるか・どのように利用するのかを記載しています。
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改訂箇所：各専門職の紹介

各専門職の役割やどのようなサービスを受けられるのかなどを記載しています。
また、サービスを利用する方法についても記載しています。

⚫各専門職の役割などについて記載

⚫ 各専門職から受けられるサービス
を記載

⚫ サービスを利用するにあたっての相談先等

を記載

１

２

３

１

２

３
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改訂箇所：関連項目の整理

各ページに記載されていた相談先などについて、まとめて記載する形としました。
別ページでは、区で発行する印刷物についてまとめて記載しています。
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改訂箇所：ACPに関しての紹介【新規】

ACPの説明やACPが必要とされる理由について記載しています。
また、ACPに関連するページは色を変えることや、それ以外のページでもACPを考えるきっかけとなるよ
うなワードを記載するなど、冊子全体を通して考えられるよう作成しています。

⚫ ACPの必要性について記載

⚫ 自分だけでなく家族や周りの人のため

にも必要である点を記載

⚫ 似たような意味を持つ終活やエンディング
ノートとの違いについて記載

１

２
１

２
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改訂箇所：”もしも…”を考えるきっかけシートの記載例【新規】

“もしも…”を考えるきっかけシートの記載例に併せて、記入する際のポイントを記載しています。
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改訂：救急搬送への備え【新規】

救急搬送に関して、事前に本人の意思を知ること・共有することが必要であるということを記載しています。
また、救急車を呼ぶ備えとして区で発行している119あんしんシートを紹介しています。

⚫ 本人の望みを叶えるために事前の意思確
認が重要であることを記載

⚫ 本人の意思を確認することや周りと共有する

こと、最期に関することだけでな
くどんな医療や介護を希望するかを確認す

ることの必要性を記載

⚫ 区で発行する119あんしんシートの紹介

１

２

３

１

２

３
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改訂：看取り時期が近づいてきたときに【新規】

病状の進行とそれに伴う容態の変化について記載しています。
ご家族の気持ちの準備やご家族ができることなど、看取りの際への備えを記載しています。
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今後について

⚫ 令和７年１月に最終校正、２月中に校了予定

⚫ 発行は令和７年３月、配布は同年４月を予定

⚫ 15,000部発行予定

⚫ 配布箇所は、区立施設および区内医療介護施設など
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